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西陣関連産業としての金銀糸業の実態
星 明
1.西 陣機業 と関連産業
西陣織はその商品において多品種少量生産で
あり,その生産様式においては同一の作業場に
異種の生産工程を集中するのではなしに,織元
の下織 として社会的に分業化し,問屋制支配的
な独 自の産業構造を形成 して生産の規模を極度
に小 さい ものとしてきたことを見逃 してはなら
ない1)。
この多品種少量生産および社会的分業形態を
反映して,西陣織の原料流通経路,生 産工程,
製品販売経路は:複雑多岐を極める。
ここで取 りあげる西陣機業の関連産業であ る
金銀糸業は,①企画 ・準備工程,②原料準備工
程,③ 製織工程,、④仕上げ工程の四つに分化 し
ている生産工程の原料準備工程に位置するわけ
であるが,ま ずこれらの工程を図示 し簡単に説
明してお こう。
この図を生産工程の順序にしたがって,それ
ぞれの工程に属する業種を説明してお く2)。
図1西 陣 織 工 程
庄谷邦幸・1979年「西陣機業と関連産業」,京都市経済局 『京都商工情報』No.112,P.3。
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① 企画 ・準備工程
α)図 案業一 図案工程 西陣織の生命は,
その高尚優美な模様と色彩にあるか ら織元はま
ず画家 ・図案家に図案の作成を依頼 したり,ま
たはすでにできあがっている意匠を買いとる。
社団法人 日本図案家協会を 組織 し,1976年現
在,会 員i数正会員700名,準会員400名,賛助会
員300社である。
(ロ)意匠図業一 意匠図工程 かようにして
画かれた紋様を織元は意匠図業者に対 して織物
の柄 に適するように補正加筆 させ,紋紙作成に
便利な用紙に書 き直 させる。
㊨ 紋彫 ・紋編業一 紋彫 ・紋編工程 意匠
図業者ほその紋柄を紋彫業者に下請 させ,彼 ら
は方眼紙にそれを彫写 し,その紋を拡げて紋紙
という型紙をつくり,さ らにそれを紋に必要な
数だけ編む。
上の@とのの主な業者は西陣意匠紋紙工業協
同組合を組織 している。1976年現在,組 合員数
191名。意匠図業者は西陣機業家の 技術顧問の
ような重要な役割を果 しているといわれ るほど
であり,一人前の業者になるにも15年を要する
が,紋 彫の技術は約2年 位で習得することがで
きるものである。
② 原料準備工程_.一
ω 撚糸業一 撚糸工程 原糸は製織用の経
糸 ・緯糸に応じてそれぞれ撚らねばな らない。
その撚 り方は数十種類に及ぶといわれ,こ うし
た工程を担当す るもの として撚糸業がある。撚
糸業は八丁式,は りより式の原始的手法で撚っ
ていたが,明治中期よりイタリー式,リ ング式
も利用 されるようになり,次第に機械化 した。
主な業者は京都府撚糸工業組合に属 しているが
(1976年現在,組合員数167名),戦後は北陸の
小松地方に圧倒され,西陣撚糸業は「変 り撚 り」
に活路を見い出しているにすぎない。また,従
来は織元か ら直接に撚糸業者に発注 されていた
が,近 年は織元が糸問屋か ら撚糸を買 うように
な り,その量が圧倒的に大きな比重を占めつつ
ある。
(ロ)糸染業一 糸染工程 さらに撚糸 されπ
経 ・糸緯糸は織物の柄模様に応 じて染色 され
る。糸染業 も従来は長年月の修練による勘を頼
りとして きたが,近 年は その機械化 も漸 く進
み,規 模 も拡大する動 きを示 しつつある。業者
は京都府繊維染色工業組合に属するが(1978年
現在,組 合員数185名),最近はこうした動 きに
ともない,階層分化が進んでいるように見受け
られ る。
の 糸繰 ・整経業一 糸繰 ・整経工程 染糸
は枠 に巻 き取るため繰屋に託 し,緯糸に用いる
ものはさらに緯巻をする。さらにまた,染 め上
った経糸はこれを織巾に要する本i数に揃え,織
るにしたがって糸が繰 り出されるように千切と
いう棒に捲 く。整経業は糸繰 りも含めてこのよ
うな作業を行なうが,そ れはきわめて規模が零
細で,家 内工業的 というよりも内職的な もので
ある。整経機は織機20台に対して一台が適正と
されるから,その規模以上の機業は殆んどこれ
を備えているわけである。西陣整経同業組合を
組織 し,1978年現在組合員数は128名である。
←)綜 絖業一 綜絖工程 このように用意 さ
れた経糸を上下に分け,緯糸が通 るように経糸
を筬に 通して 織機にとりつけられ る ようにす
る。 これが綜絖業である。業者は西陣綜絖工業
協同組合を組織 してい るが(1977年現在,組 合
員数82名),この業界では従業員4人 以下の零
細業者が圧倒的に多 く,過当競争をくりかえし
ている。
(ホ)金銀糸業一 金銀糸工程 金銀糸箔は,
それを必要とする西陣織にのみ必要な工程であ
る。金銀糸は古 くから和紙にうるしを塗布 して
金箔や銀箔を貼合せる手工業的な もので高級織
物などに用いられていたが;日本の金銀糸が飛
躍的に発展 したのは昭和32年頃に真空蒸着方法
によって長尺の素材への金属化が容易になり,
品質の向上 と量産方法が とられ るようになって
からである。その後,国 内だけでなく世界各国
に金銀糸あるいは金銀糸の原反 として,あ るい
は織物とかニッ ト製品に加工 されて大量に輸出
されている。主な業者は京都金銀糸工業協同組
合を組織 し,1980年現在,組 合員…数は88名であ
る。
③ 製織工程に属する業種
機業一 整織工程 以上の準備を経て機拵を
し,製織する。織機には手織,力 織機,綴 機が
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あるが,製 織技術の進歩 と大衆品化の動 きによ
り力織機は急増しつつある。機業家は西陣織工
業組合を組織し,1978年現在,組合員数は1,535
名である。
④ 仕上げ工程に属する業種
整理加工業一一 仕上げ工程 織 られた製晶は
最後に仕上げられ る。帯地のばあいは糸屑をと
る程度で,機業家の最終の 仕上げ 工程が終 る
が,着尺 の ばあいには ゆの しされねば ならな
い。この作業が整理加工業である。その業者は
西陣織物整理加工協同組合を組織 している(19
78年現在,組 合員数23名)。機械化は これまで
もある程度まで進められつつあったが,い まや
ウール着尺の量産によりその機械設備 もかなり
大 きなものが現われ,こ こで も30名前後を境 と
して階層分化の傾向が見受けられる。
以上の関連産業のなかでここでは金銀糸業の
構造の概略を述べ るにとどめたい。 もとゆえ皮
相的な把握に過 ぎないが,今 後 この金銀糸業界
の調査研究への糸口としたい。
2.金 銀糸業の実態
(1)概 況
金銀糸の歴史は非常に古 く,仏教の伝来とと
もに唐より綾織,呉 織などが輸入 され,そ の製
法は豊臣時代のおわ りに職人を連れてきたのが
最初 と伝えられている。金を着衣に加飾する方
法 としては,接着剤でまず描 きその上に金箔を
捺す印金あるいは摺箔とい う方法が金糸を織 り
入れた金襴に先立って行なわれたと推定 され る
が,現 存す る遺品の最 も古い ものの一つに近世
初頭の雪持芦に水禽文様,繍 箔小袖(岡 山美術
館蔵)が ある3)σ
周知のように西陣機業は,その長い歴史にお
いて,伝統的な製織手法を基軸 として極度に細
分化 された加工製織工程の社会的分業組織を形
成 し,伝統産業としての典型的な生産構造を今
日なお温存 しつつある4)。金銀糸業はそのなか
にあって 関連産業 として,と りわけ帯地,着
尺,服,金 襴,刺 繍,ネ クタイ,組 紐,帯 〆,
草履,ハ ン ドバック,能衣裳の製織 とかかわっ
てい る。
この金銀糸業界の調査は,す でに昭和54年5
月に京都市および西陣関連産業調査委員会など
によって行なわれた 『西陣関連産業実態調査報
告書』(総74頁)にまとめられている。 ここでは
主と、してそのデータを選択 して用いなが ら,そ
れに加えて2,3の経営者か らの 聴き取 りをも
とに金銀糸業界の実態を述べてみたい。そのば
あい,筆 者の関心は金銀糸業の経営者間の社会
関係,つ まりここでは系譜にあるが,そ の詳細
はこれか らの調査に待つことにしたい。それゆ
え,こ こでは一部の経営者の系譜図を作成する
に届まる。
西陣機業の関連産業では零細規模の企業が圧
倒的に多い。上記の報告書では残念ながら従業
者別事業所数が把握で きないので,こ こでは暫
定的に従業者を事業所数で除してみた(表1参
照)。
表1は 生産形態別の平取従業者数であるが,
それにみられ るように概 して零細規模の事業別
が多い。それはつぎの企業形態別の統計によう
て も分かろう(表2参照)。
金銀糸業 の企業形態は表2に みられ るよう
に,法人企業(株 式会社,有限会社,企業組合)
は58(72.5%),個人企業は22(27.5%)である。
また,生産形態別からみたばあい,Aに 個人企
表1生 産形態別 ・平均従業者数(昭和53年)
生産形劃 鰈 所馴 従黯 釧(ロ)/α)
A
A'
B
Bノ
18
22
12
28
148人
}307
595
8.2人
9.0
21.3
計 80 1,050 13.1
(注)生 産形態Aと は 「手工金銀箔糸のみ製造ないし
販売 しているもの」,A,とは 「手工金銀箔糸を中心
に機械金銀箔糸をも製造ないし販売するもの」,Bノ
とは 「機械金銀箔糸を中心に手工金銀箔糸をも製造
ないし販売している もの」,Bとは 「機械金銀箔糸
のみ製造ないし販売しているもの」である。
(資料)京 都市 ・西陣関連産業調査委員会,1979,・r西
陣関連産業実態調査報告書』,No.122,表1-2,表3
-1-(1)から作成。
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業の割合が高 く(約39%),A'・B'は中位であ
り(約27%),Bは低い(約21%)。また,法人企
業の割合の高 さはその逆になってお り,Aは約
61%,A!・Bノは約74%,Bは79%である。
西陣機業は労働力全体に占める家族従業員の
割合 が高いこともよく指摘 され る ところで あ
る。 これは金銀糸業界 とて例外ではない(表3
参照)。
表3も 西陣機業の零細性をあらわしている。
すなわち,零細企業 ほど家族従業者の 割が 高
い。労働力全体 に占める家族従業の割合は全体
からみれば約20%(209人)であ り,雇用従業者
の割合は約80%(841人)である。生産形態別から
みれば家族従業者,雇 用従業者のいずれにおい
て もかな りの開 きがある。家族従業者をみれば
Aは約32%(47人),Aノ・Bノは約32%(98人),
Bは約11%(64人)である。つまり,手工金銀箔
糸のみを製造 ・販売す る事業所と,手工金銀箔
糸と機械金銀箔糸の双方を製造 ・販売す る事業
所 とが家族従業者の割合が高 く,機械金銀箔糸
のみを製造 ・販売する事業所は低い。また,雇
用従業者はBが 約89%(531人),Aノ・Bノが約
68%が(209人),Aが約68%(101人)である。
さらに,金銀糸業の全従業者1,050人(100.0%)
の構成比では,Aは 約14%(148人),Aノ・B は
約29%(307人),Bは約57%(595人)である。
つぎに,販 売額別事業所i数をみてみよう(表
4参照)。
表4は 生産形態別に販売額を分類 したもので
ある。それによれば手工金銀箔糸を多 く取扱 う
事業所ほど販売額規模が小 さく,機械金銀箔糸
を多 く取扱 う事業所ほど販売額規模が大 きくな
っている。このことは先にみたように,Aは 従
業者i数が少な く,家族従業者の割合 も高 く,逆
にBは従業者数が多 く,雇用従業者の割合が高
い ことか らもうなずける。この表か ら分かるよ
うに,Aで は販売額が5,000万円前後に集中し
てお り,1憶 円未満の事業所が7割 を占め る。
Aの全販売額は京都金銀業の6.5%を占めるに
過 ぎない。Aノ の販売額は1億 円前後に集中 し
ており,2億 円未満 の 企業が8割6分 を 占め
る。A'の 全販売額が京都金銀糸業に占める割
合は12.2%である。Bノは販売額2～7億 と,
2,000～5,000万円の規模に二極分化 している。
Bノの全販売額が京都金銀糸業に占める割合は
8.3%である。Bは他のA,A',Bノに較べて販
表2企 業 形 態 ()は 構成比
グループ
企業
形態
A
Aノ ・B,
B
個人 企業
7(38.9)
9(26.5)
F(21.4)
法 人 企 業
株式会社 有限会社 企業組合 小 計
5(27.8)
17(50.0)
19(67.9)
5(27.8)
8(23.5)
3(10.7)
1(5.6) 11(61.1)
25(73.5)
22(78.6)
合 計
18(100.0)
34(100.0)
28(100.0)
合 訓22(27.5)[4・(51.3)[・6(20.・) 1(1.3) 58(?2.5)80(100.0)
(資料)表1と 同 じQP.24.
表3家 族雇用別 ・男女別従業者数 ()〈 〉は構成比
家族 ・雇用別
グループ
A
A.,Bi
B
合 計
家 族
男 女 【小 計
27
54
40
121
(11.1)
20
44
24
88
(8.4)
47
(31.8)
98
(31.9)
64
(10.8)
209
(19.9)
雇 用
男 女[小 計
57
84
364
505
(48.1)
44
125
16?
336
(32.0)
101
(68.2)
209
(68.1)
531
(89.2)
841
(80.1)
合 計
男 女 計
84
(56.8)
138
(45.0)
404
(67.9)
626
(59.6)
62
(43.2)
169
(55.0)
191
(32.1)
424
(40.4)
148
(100.0)
307
(100.0)
595
(100.0)
〈14.1>
<29.2>
〈56.7>
(1,050100.0)<10αo>
(資料)表1と 同 じ。p,29.
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表4販 売 額 別 事 業 所 数 ()は構成比
グループ
販売
額
A
A'
B'
B
合 計
2,000万円
未 満
1
(5.6)
2
(9・1>
1
(3.6)
4
(5.0)
2,000万円
～5,000
万 円未 満
7
(38.9)
2馳
(9.1)
4
(33.3)
2
(7.1)
15
(18.8)
5,000万円
～1億 円
未 満
5
(27.8)
5
(22.7)
1
(8.3)
4
(14,3)
15
(18.8)
1億円
～2億 円
未 満
2
(i1.i>
10
(45.5)
1
(8.3)
6
(21.4)
19
(23.8)
2億円
～7億 円
未 満
3
(16.7)
3
(13.6)
6
(50.0)
9
(32.1)
21
(26.3)
7億円
～15億円
未 満
3
(10,7)・
3
(3.7)
15億円
以 上
3
(10.7)
3
(3.7)
合 計
18
(100.10)
22
(100.0)
12
(100.0)
28
(100.0)
80
(100.0)
(資料)i表1と 同 じ。P.24.
表5創 業 年 次 ()は構成比
グ ル
ー フ゜
年次
A
A'
B'
B
計
明治前 明治
4
7
1
2
14
(17.5)
大正
2
1
1
2
6
(7.5)
昭 和
1～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～51～
5年10年15年20年25年30年35年40年45年50年53年
2
2
(2.5)
1
1
2
4
(5.0)
3
2
5
(6.3)
2
2
(2.5)
42
42
7
15
(18.8)
4
8
(10.0)
2
2
1
3
8
(10.0)
1
1
3
6
11
(13.8)
2
1
1
4
(5.0)
1
1
(1.2)
計
18
22
12
28
80
(100.0)
(資料)i表1に 同 じ。P.25.
売額規模の大 きい ものが もっとも多い。すなわ
ち,1億円以上のものが21事業所あり,そのな
かには他の ものにはない15億円以上の大企業が
3事業所含まれている。Bの全販売額は京都金
銀糸業の販売額の73%を占めている。
つぎに京都の金糸屋の創業年次をみてみよう
(表5参照)。
京都の金糸屋は明治30年代に西陣機業か らの
需要増大にともない,そ の事業所数 も増加 し,
今日の業界規模にまで発展する基礎が形成 され
たとい う。 表5に 示 した とおり,現 在の事業
所のなかで明治時代に創業 した事業所14(17.5
%),大正時代 に創業 した事業所6(7.5%),
さらに昭和元年か ら20年までに創業 した事業所
11(13.8%)というように創業年次の古い事業所
も一定の割合を占めている。
一方,戦後に開業 した事業所は49(61.3%)と
過半数を占め,そ のなかでは昭和20年代17,昭
和30年代16,昭和40年代15,昭和50年代1と い
うように,各年代に一定数の増加をみている。
とくに,Bで は戦後の開業が28社中24社(85.7
%)を占めている。
それではこれ らの事業所の経営者の年齢(表
6参照)お よびかれの前歴(表7参 照)を つぎ
にみてみよう。
全体的に みて,経営者 の 年齢階級は40歳代
(35%,28人),50歳代(約26%,21人),60歳代
(20%,16人),30歳代(約19%,15人)の順にな
っている。金銀糸業の経営者の年齢は他の関連
産業の経営者の年齢 と較べて若い(糸染業経営
者は60歳以上が多 く,整経業経営者は40歳代が
表6経 営 者 の 年 齢()は 構成比
試
A
A'・B'
B
合 計
30～
39歳
6
5
4
15
(18.7)
40～
49歳
2
13
13
28
(35.0)
50～
59歳
4
10
7
21
(26.3)
60歳
以上
6
6
4
16
(20.0)
合 計
18
34
28
80
(100.0)
(資料)表1と 同 δ。P.26.
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多い,綜絖業経営者は40歳代 と60歳以上とが多
い),しか し,手工金銀箔糸の 製造 ・販売 のみ
を取扱 う経営者は相対的にみて年齢が高い。
表7か ら分か るように,経営者の前歴は80社
中37社が家業継承(46.3%),26社が同業より独
表7経 営 者 の 前 歴()は 構成比
之欝
A
Aノ・B'
B
合 『計
家業
継承
8
24
5
37
(46.3)
従業員
より昇
任、
3
1
2
6
(7.5)
同業よ
り独立
5
8
13
26
(32.5)
他業種企業
より転
業または独立
1
1
5
7
(8.8)
その他
1
3
4
(5.0)
合計
18
34
28
80
(100.0)
(資料)表1と 同 じ。P.25.
立(32.5%)である。同業 よ り独立 の方が従業員
か ら昇任6社(7.5%)よ りも多い ことは,金 銀
糸業 はあ る程度の資金,得 意先,経 験 があれば
独立 しやす い ことを意味 してい る。
それ では金銀糸業の年齢 別従業員数(表8参
照)お よび勤続年数別従業員i数(表9参 照)を
みてお こう。
表8-(1)にみ られ るよ うに,家 族従業,雇 用
従業 のいずれ も40歳代に ピー クがあ る。また,
家族従業者 は40歳以上が65.6%であ るのに対 し
て,雇 用従業者 は40歳以上 が45.7%であ る。 さ
らに家族従業者 には10代の者はな く,20歳代の
者 が10%(21人)であ るのに対 して,雇 用従 業者
には10代の者が2.9%(24人)あり,20歳代の者
を も含 め ると27.2%(228人)にな る。
表8-(1)年 齢 別 従 業 員 数(昭 和53年3月) ()は構成比
家 族[性 別雇即別i
家族
雇用
合計
男
女
小 計
男
女
小 計
男
女
計
年 令
・9歳以下12・-29劇3・-39劇4・-49yﾟ5・-59歳16・ 歳以上
16
8
24
(2.9)
16
8
24
(2.3)
13
8
21
(10.0)
136
68
204
(24.3)
149
76
225
(21.4)
23
28
51
(24.4)
176
53
229
(27.2)
199
81
280
(26.7)
38
17
55
(26.3)
111
126
237
(28.2)
149
143
292
(27.8)
22
17
39
(18.7)
33
57
90
(10.7)
55
74
129
(12.3)
25
18
43
(20.6)
33
24
57
(6.8)
58
42
100
(9.5)
合 計
121
88
209
(100.0)
505
33,6,
841
(100.0)
626
424置
1,050
(100.0)
(資料)表1と 同 じ。P.30.
表8-(2)年 齢 別 従 業 者 数(昭 和46年10月) ()は構成比
家 族
雇用別
家族
雇用
合計
性 別
男
女
小 計
男
女
小 計
男
女
計
年 令
・9歳以下12・-29yﾟ3・-39歳14・-49劍5・-59歳16・ 劔 上
1
1
2
(0.9)
24
30
54
(5.7)
25
31
56
(4.8)
1s
24
43
(19.5)
249
127
376
(39.7)
268
151
419
(35.9)
36
28
64
(29.1)
153
61
214
(22.6)
Iss
89
278
(23.8)
19
18
37
(16.8)
60
111
171
(18.0)
79
129
208
(17.8)
22
16
38
(17.3)
45
45
90
(9.5)
67
61
128
(10.9)
23
13
36
(16.4)
29
14
43
(4.5)
52
27
79
(6.8)
合 計
120
100
220
(100.0)
560
..
948
(100.0)
680
488
1,168
(100.0)
(資料)表1と 同 じ。p.31.
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表9勤 続 年 数 別 従 業 員 数 ()は構成比
家 族
雇用別
家族
雇用
合計
性 別
男
女
小 計
男
女
小 計
男
女'
計
(参 考)
前 回 調 査
勤 続 年 数
・靺 満i1喋 籍3～ 黠6～1° ～架篶12・年以上[不 明
1
3
4
(1.9)
30
39
69
(8.2)
31
42
73
(6.9)
140
(12.0)
5
4
9
(4.3)
36
55
91
(lo.8)
41
59
100
(9.5)
216
(18.5)
7
5
12
(5.7)
75
62
137
(16.3)
82
67
149
(14.2)
247
(21.2)
9
10
19
(9.1)
132
59
191
(22.7)
141
69
210
(20.0)
220
(18.8)
39
32
71
(34.0)
164
SO
244
(29.0)
203
112
315
(30.0)
262
(22.4)
60
34
94
(45.0)
61
21
82
(9.8)
121
55/
176
(16.8)
83
(7.1)
7
20
27
(3.2)
7
20
27
(2.6)
合 計
121
88
209
(100.0)
505
336
841
(100.0)
626
424
1,050
(100.0)
1,iss
(109・0)
(資料)表1と 同 じ。P.31.
表9は勤続年数別の従業員構成をみたもので
あるが,10～20年未満に山がある。 しか し,家
族従業者と雇用従業者との問には顕著な差がみ
られる。すなわち,家族従業者は10～20年未満
34%(71人),20年以上45%(94人)と両者を合わ
せて79%(165人)であるのに対 して,雇用従業
者は10～20年未満29%(244人),20年以上9.8%
(82人)と両者を合わせて38.8%(326人)である。
このことか ら分かるように,家 族従業者は経験
豊かなヴェテランが多い。手工金銀箔糸のみを
製造 ・販売するものにヴェテランが多いのであ
る。
また,上の三つの表は最近における金銀糸業
への若手労働の供給の困難 さを もあらわ してい
よう。前回 の 昭和46年の 調査時の全従業者数
は1,168人であり,今回の昭和53年には それが
1,050人になった。 この6年間で118人の減少で
ある。増加 した年代 もあるが,特 に19歳以下の
者は56人か ら24人へと32人の減少,20～29歳の
419入か ら225人へ と194人の減少がみられ る。
そのなかで も,20歳代の 雇用従業者の376人か
ら204人へ と170人の減少が著しい。
また,表9の 前回調査時点では,勤続年数区
分に だいたい2割 前後平均時 に 分布して いた
が,今 回の調査時では前回調査時の従業員がそ
のままつぎの 年齢階級へ移行したと読み 取れ
る。このことは金銀箔糸従業者の定着率のよさ
を示 している。しかし,10歳代および20歳代の
従業者の226人の減少,勤続年数3年 未満の従
業者の183人の減少は若年層労働者の補充の困
難 さを あらわ している とい えよう。金銀糸業
も,西陣機業および他の関連産業 と同様に,そ
の労働給源は市内 ・府下 ・近畿および中部 ・北
陸である。そして,実際の求人活動は縁故,職
安,新聞広告,学校などによって行なっている。
それではかれらの働 く金銀糸業界の労働条件
はどのようであるかをつぎにみておこう。
まず,金 銀糸業界の賃金をみればつぎのよう
である(表10参照)。
まず手工金銀箔糸のみを製造 ・販売する事業
所の雇用労働者の賃金は他のグループよりも相
対的にみて高い。 この理由はこのグループには
経験年数の長い,高齢の者の多いことによる。
手工金銀箔糸と機械金銀箔糸のいずれ も扱 う事
業所の賃金は他のグループと比較 して相対的に
低い。雇用労働者の62.5%を占める機械金銀箔
糸のみを扱 うグルーフ゜の賃金は両グルー フ゜の中
間に位置 している。これらの雇用労働者の賃金
を臨時給与込の年間平均月額で全体としてみれ
ば,男子は15～20万円(24.8%)および20～25万
円(29.3%)に最 も多く分布 し,女子は7～10万
円(44.4%)および10～15万円(27.5%)に集中し
ている。その中位数をとって大雑把にい うと,
男子は20万円,女子は10万円前後に集中してい
一31一
るといってよい。
つぎにこういった賃金の支払形態をみてみよ
う。
金銀糸業界は西陣機業特有の出来高制ではな
い。固定給+出 来高給を入れて も僅かに4例が
あるに過 ぎない。99.5%が固定給である。その
固定給 の 内容を み ると,78%が 月給制 で あ る
が,そ の見給制 も男女 ではかな りの差があ る。
つ まり,男 が93.7%月給制であ るのに対 して,
女 は54.7%である。女 は 日給月給が男5.3%に
対 して,32.7%もあ り,ま た時間給 とい うの も
12.3%あることか らみて,賃 金形態上 だけでは
表10月 額 賃 金(雇 用 従 業 員 の み) ()は構成比
グループ
A
A'。Bノ
S
合 計
性 別
男
女
小 計
男
女
小 計
男
女
小 計
男
女
計
賃 金5蚕雫醇 謂1騙謂陬 謂【楚磊謂1騙謂臨 謂陬 謂35万堽
1
5
6
(5.9)
1
4
5
(2.3)
3
5
8
(1.5)
5
(1.0)
1.4
4.1)
19
(2.2)
1
4
5
(5.0)
2
3
5
(2.3)
1
29
30
(5.6)
4
(0.8)
36
(10.5)
40
(4.7)
3
9
12
(11.9)
5
88
93
(42.7)
25
55
80
(15.1)
33
(6.5)
152
(44.4)
185
(21.8)
15
z
22
(21.8)
12
24
36
(16.5)
39
63
102
(19.2)
66
(13.0)
94
(27.5)
160
(18.8)
3
9
12
(11.9)
19
4
23
(10.6)
104
14
118
(22.2)
126
(24.S)
27
(7.9)
153
(18.0)
17
6
23
(22.8)
27
5
32
(14.7)
105
1
106
(20.0)
149
(29.3)
12
(3.5)
1si
(18.9)
4
2
6
(5.9)
11
11
(5.0)
46
46
(8.7)
61
(12.0)
2
(5.6)
63
(7.4)
2
1
3
(3.0)
4
1
5
(2.3)
24
24
(4.5)
30
(5.9)
2
(0.6)
32
(3.8)
9
3
12
(11.9)
8
8
(3.7)
17
17
(3.2)
34
(6.7)
3
(0.9)
37
(4.4)
合 計
55
46
101
{100.0)
89
129
218
(100.0)
364
1s7
531
(100.0)
508
(100.、0)
342
(100.0)
850
(100.0)
(資料)表1と 同 じ。P・32・
表11賃 金 形 態(雇 用従業員のみ) ()は構成比
グループ
A
A,・Bノ
B
合 計
性 別
男
女
小 計
男
女
小 計
男
女
小 計
男
女
計
形 態
固 定 給
日給月副 月 副 時間副 小 計
4冑
1
5
(5.0)
9
74
83
(38.1)
14
37
51
(9.6)
27
(5.3)
112
(32.7)
139
(16.4)
50
37
87
(86.1)
78
32
1io
(50.5)
348
118
466
(87.8)
476
(93.7)
18?
(54'.7)
663
(78.0)
7
7
(6.9)
23
23
(10.6)
2
12
14
(2.6)
2
(0.4)
42
(12,3)
44
(5.2)
54
45
99
(98.0)
87
129
216
(99.1)
364
167
531
(100.0)
505
(99.4)
341
(99.7)
846
(99.5)
出来高給
1
1
(0.5)
1
(0.2)
1
(0.1)
固定給+
出来高給
1
1
2
(2.0)
1
1
(0.5)
2
(0.4)
1
(U.3)
3
(0.4)
合 計
55
46
ioi
(100.0)
89
129
218
(100.0)
364
167
531
(100.0)
508
(100.0)
342
(100.0)
1
(100.0)
(資料)表1と 同 じ。P.32.
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な く,そ の労働の性格 もパー ト・タイマーの性
格が強 いので はなか ろ うか。
つ ぎに労働時間,休 日,福 利厚生制度 ・施設
の有無についてみてみよ う。
労働 時間に つい ては8時 間以内が54社(67.5
%),8～9時 間 が23社(28.8%)で,9時間 を
超 えるところ も3社 ある。
休 日に関 しては,日 曜 と祝祭 日を休 む事業所
が44社(55.0%)と一番 多 く,つ づいて 日曜のみ
12社(15.0%),日曜 と祝祭 日と第3土 曜半 ドン
が9社(11.3%)である。 また,そ の 他の15社
(18.8%)のほ とん どは月1回 ない し2回 の週休
2日制 をとってい る。 しか し,金 銀糸業 の零細
性 を反映 してお り,週 休2日 制 の完全実施 には
表12労 働 時 間()は 構成比
労 働 時 間
まだ時間を要するであろう。
福利厚生制度 ・施設の有無は定着率や若年労
働者の補充に大いにかかわっている。つぎに雇
用労働者をかかえる66社の実態を みてみよ う
(表14参照)。
雇用労働者をもつ66社といって も,家族従業
者の 方が 雇用労働者よ りも多い事業所が17社
(25.8%)あったり,雇用労働者の方が多いが家
族労働者 もいる事業所が38社(57.6%)もあると
いう実態である。純粋に雇用労働者のみの事業
表13-(1)休 日()は 構成比
グループ
グループ
A
A'・B'
B
合 計
前回調査
8躙～繭 ～輪 ～甜2鯉
12
23
19
54
(67,5)
55
(71,4)
4
11
8
23
(28.8)
16
(20.8)
一
1
1
2
(2.5)
4
(5.2)
Y
(1.3)
1
1
(1.3)
1
(1.3)
合 計
18
34
28
A
Aノ・B/
B
合 計
休 日
日曜と
祝祭日
12
15
17
44
(55.0)
日曜
のみ
1
11
12
(15.0)
日曜と祝祭
日と第3土
曜半 ドン
2
2
5
9
(1i.s>
その他
3
6
6
15
(18.8)
合 計
18
34
28
80
(100.0)
表13-(2)昭和46年における休日
80
(100.0)
77
(100.0)
休 日
企業数
(構成比)
日曜日
祝祭日
66
(85.7)
日曜日の
み(7日に
1日休む)
9
(11.7)
10日に1カ 月
1日 に2日
1
(1.3)
その他
1
(1.3)
合計
77
(100.0)
(資料)表1と 同 じ。P.33. (資料)表1と 同 じ。P.33.
表14福 利 厚 生 制 度 ・施 設 の 有 無
癬 諮 ご」 A Aノ ・B, B 合 計
給
就
退
貸
有
共
国
与 規
業 規
職 金 制
付 金 制
給 休
済(慶 弔)制
民 健 康 保
定
則
度
度
暇
度
険
政 府 管 掌 健 康 保 険
定 期 健 康 診 断 制 度
寄 宿 舎 ・ 寮
休 養 室 または更 衣室
娯 楽 室
慰安会 または社員旅行
そ の 他
対 象 企 業(雇用者
のいる企業)
4(30.8)
5(38.5)
4(30.8)
4(30.8)
5(38.5)
2(15.4)
9(69.2)
3(23.1)
3(23.1)
3(23.1)
4(30.8)
8(61.5)
13
8
17
16
12
6
6
18
7
1
12
1
21
28
(28.6)
(60.7)
(57.1)
(42.9)
(21.4)
(21.4)
(64.3)
(25.0)
(3.6)
(42.9)
(3.6)
(?5.0)
14(56.0)
15(60.0)
10(40.0)
3(12.0)
13(52.0)
7(28.0)
3(12.0)
13(52.0)
4(16.0)
5(20.0)
7(28.0)
15(60,0)
2(8.0)
25
26(39.4)
37(56.1)
30(45.5)
7(3.0)
30(45.5)
15(22.7)
18(27.3)
34(51.5)
14(21.2)
9(13.6)
23(34.8)
1(1.5)
44(66.7)
2(3.0)
66
(注)()内 は各項目の制度 ・施設をもつ企業数を雇用者をもつ各グループの企業数で除した%である。
(資料)表1と 同じ。P.34.
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表15労 働 力 構 成 か ら み た 経 営 の タ イ プ
グループ
A
A'
B,
B
計
(1)
家族従業員のみ
5
5
1
3
14
(17.5)
(2)
灘 〉灘
4
7
1
5
17
(21.3)
(3)
毳業贊く羅業胃
7
10
9
12
38
(47.5)
(4)
雇用従業員のみ
2
1
8
11
(13.8)
計(うち,雇用従業者のいる企業)
(2)十(3)十(4)
18
22
12
28
(13)
(17)
(11)
(25)
80(66)
(100.0)(82.5)
(注)家族従業者の内には事業主を除いた。
(資料)表1と 同じ。P.30.
所は11社(16.7%)に過ぎないのである(表15参
照)。
また,表2で みたように個人企業の占める割
合 も高い。このような現実があるので福利厚生
制度 ・施設の貧弱さがあらわれる。給与規定の
あるところは4割 にも満たず,退職金制度のあ
るとこは5割 に も満たない。ただ慰安会(忘 年
会,新 年会)な どや社員旅行の多 さ(66社中44
社,66・7%)が目立つ。雇用従業者は福利厚生
は二の次にして機会あらば独立することを望ん
でいるのであろ うか(表7参 照,80社中26社,
32.5%が同業か らの独立であった)。
以上,金 銀糸業界の概況をみてきた,まだま
だ触れなければならない点 も多いが,そ れ らは
これからの調査にまわすことにしたい。
ここで,これまで聴 き取 りをした範囲で金銀 ・
糸業者の系譜をあげておこう。
(2)金銀糸業経営者の系譜
金銀糸業の80社の経営者の前歴は,表7で み
たように家業継承37社,同業か ら独立26社,他
業種企業か ら転業または独立7社,従 業員か ら
昇任6社,そ の他4社 であった。
ここでは昭和55年5月1日現在の組合員名簿
をもとに,組合員か ら聴 き取れた範囲でその系
図2経 営 者 の 系 譜
狩野金糸工業㈱→長谷川金糸㈱
㈱長 谷 啓→吉場金糸店 ㈱西山治作商店
織姫美術工芸㈱→㈱白井柄箔匠→㈱二瓶帯箔店
三親有限会社→㈲細 川商店 ㈱志 ら 井
福 井 金 糸㈱→三 合金 糸㈲
㈱井 上吟村 田商店㈱
譜を明 らかにしておきたい。現在,組 合員は88
人であ り,そのうち16社の関係が明らかになっ
た(図2参 照)。
この系譜はすべて同業か らの独立の ものであ
る。しか し,どのような契機で独立したのか,
また独立 してか ら前に勤めていたところと現在
どのような関係をもっているのか,な どは今の
ところ分か らない。そうしたことが,解 明され
るならば,京都の伝統産業にみ られる社会関係
の特質の一端が明らかになるであろう。そのば
あい,手工金銀箔糸のみを扱 う業者と機械金銀
箔糸のみを扱 う業者 とではかなり性格を異にす
るであろう。後者の販売額(約177億円)は前者
の販売額(約19億円)の約9倍 であるが,そ のう
ち西陣以外の織屋に約27億円,輸出に50億円販
売されて いる。 手工金銀箔糸 のみを 扱 う業者
は,そ の販売額か らみて96%西陣の織元に依存
している。すなわち,手工金銀箔糸業者は西陣
の金糸屋 という色彩があるが,機 械金銀箔糸業
者のばあい脱西陣化 しているといえよう。それ
ゆえ,今後の調査においては,西陣の織元 との
相互依存関係の大 きい手工金銀箔糸のみあるい
はそれを中心に製造 ・販売 している業者40社を
中心にその社会関係の形式と内容を詳細にみて
いきたい。
〔註 〕
1)黒 松 巌 編,1965.『西 陣機 業 の研 究 』 ミネル ヴ ァ書
房,P.219.
2)主 として,黒 松 編,同 上,PP.220-223にあ る。
3)切 畑 健,1981.「摺 箔 の 美一 近 世初 期摺 箔 の 特色
を 中心 に」,京都 市経 済 局 『京 都 市 商 工情 報 』No.121.
pp.3-6.
4)黒 松 編,同 上,P.239.
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